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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

万本

ha

％

苗⽊⽣産量

森林整備⾯積

森林・林業への理解の役⽴ち度
（アンケート）

145

―

91

138

ー

100

159
（推計値）

5,780

97

↗

―

↘

令和５年度の造林に必要となる苗⽊の⽣産量を目標値とする。
（令和６年11⽉に開催予定の需給調整会議で確定の⾒込）

⻑野県森林づくり指針の令和５年度の⺠有林の森林整備⾯
積の目標値とする。

⼾隠森林植物園・森林学習館利⽤者アンケートを通じ、森林・
林業への役⽴ったと回答した⼈の割合を目標値とする。

①

②

③

達成

未達成

達成

142

9,500

90

↗

―

↗

達成目標
（★印が付いているものは主要目標）

★⺠有林における造林⾯積

県⺠が広く親しめる⾥⼭の数(累計) 2021
(R3)

年度 数値
2021
(R3) 277

単位

ha

か所 ―

目標
年 数値

2027
(R9) 1,000
2027
(R9) 50

年度 数値
2023
(R5) 434
2023
(R5) 16

直近３か年の状況
年度 数値
2022
(R4) 318
2022
(R4) ―

事　業　名 信州の森林づくりを推進するための事業 部局 林務部 課・室 森林づくり推進課
実施期間 S41 〜

達成
状況 目標値設定理由

R5年度
実績 推移

③　県⺠が広く親しめる⾥⼭づくり

単位
R3年度 R4年度

No. 指標名
実績 実績 推移

R5年度
目標値

持続可能な脱炭素社会の創出

地域の特徴と⾃然の恵みを⽣かした快適で魅⼒あ
る空間づくりの推進

No.

1-1①

3-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 10 04 04 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・本県の⺠有林⼈⼯林の８割が50年⽣を超えており、森林の若返りを図ることが必要。また、近年、各地で⼟砂災害や流⽊被
  害等が頻発している。
・このため、計画的な主伐・再造林の推進及び防災・減災のための森林整備を推進していく必要がある。

2050ゼロカーボンの実現に向け、本県の森林がＣＯ２吸収能⼒を発揮できるよう計画的な主伐・再造林や、森林の持つ多⾯的機能
の維持・増進を図るための間伐等の森林整備を推進する。

①　再造林の加速化

pref.nagano.lg.jpshinrin

・広く県⺠が親しめる⾥⼭となるよう、森林整備等に必要な経費を⼀部⽀援
・緑化思想の普及啓発のため、森林環境教育を⾏う県⺠の森等の管理運営を⾏う。

・計画的な主伐・再造林を推進するため、再造林とその後の下刈り等に必要な経費を⽀援
・主伐後の林地残材を有効に活⽤するため、林地残材の搬出に係る経費を⼀部⽀援
・再造林を推進するため、優良な苗⽊を⽣産
②　防災・減災のための⾥⼭整備
・各地で頻発している⼟砂災害や流⽊被害等を防⽌するための間伐等の⾥⼭整備に必要な経費を⼀部⽀援

E-mail

1,391,652 3,529,006 △ 68,946 4,851,712 1,510,519 4,112,300

20.3
R4年度 1,528,462 4,297,997 △ 555,480 5,270,979 1,582,311 3,812,077 20.3
R3年度 1,633,801 4,561,592 △ 796,713 5,398,680 1,630,708 3,859,798

20.3R5年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち⼀般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

04

R5年度推移 ↗ 達成状況 達成指標① 苗⽊⽣産量 R4年度推移 ↗

事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 信州の森林づくりを推進するための事業 部局

①　再造林の加速化
・　「伐って、植えて、育てる」という林業のサイクルを確実に⾏うため、再造林を434ha実施できた。
・　優良な苗⽊を159万本（推計値）⽣産することができた。
・　主伐後の林地残材を有効に活⽤するため、７箇所、1,334ｔの林地残材の搬出ができた。

②　防災・減災のための⾥⼭整備

③　県⺠が広く親しめる⾥⼭づくり

林務部 課・室 森林づくり推進課

・森林づくり県⺠税を活⽤し、第３期まで取り組んでいた県⺠協働による⾥⼭整備を実施した箇所の継続的な下刈りの実施、開かれ
た⾥⼭内の景観の向上、安全性の確保のため修景林間整備を実施した。
・県⺠と森林のふれあいの場の提供及び森林の多⾯的機能に対する理解促進のため、県内２箇所の県⺠の森を管理運営を⾏った。
綿半からの寄付⾦を活⽤し、⼤平峠県⺠の森の⽊道の修繕作業を実施した。

・森林づくり県⺠税を活⽤し、各地で頻発している⼟砂災害や流⽊被害等を防⽌するための間伐等160haを実施し、健全な森林を
維持することができた。

事業番号 10 04

苗⽊⽣産量は目標の142万本に対して159万本（達成率112%）となり、再造林の推進に必要となる優良な苗⽊の⽣産に努める
ことができた。

指標② 森林整備⾯積 R4年度推移 ― R5年度推移 ― 達成状況 未達成
⼭林所有者や所有者間の境界確定が進まず森林整備⾯積は目標の9,500haに対して、5,780ha（達成率61%）で目標を下
回ったが、森林の有する多⾯的機能の増進を図り、健全な森林を育成するため引き続き計画的な森林整備の推進に努めたい。

指標③ 森林・林業への理解の役⽴ち度（アンケート） R4年度推移 ↘ R5年度推移 ↗ 達成状況 達成
森林・林業への理解の役⽴ち度（アンケート）は目標90％に対して、アンケート回答者全員から森林・林業への理解が深まったと回答
を受け、実績は97%（達成率108％）となり、県⺠が協働して森林を守り育てる意識の醸成に貢献できた。

(1) 上記７、８及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題
森林整備⾯積は目標値を下回ったが、⻑野県森林づくり県⺠税についてのアンケートでは、森林に対する期待として、防災・減災や⼆
酸化炭素吸収能⼒を最⼤限発揮させることの県⺠意識が⾼くなっており、引き続き計画的に森林整備を進めることが課題である。

(2) 事業改善の方策
引き続き再造林や間伐などの森林整備を計画的に取り組む。



細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 森林災害予防普及啓発事業
林業者の経営安定につながる森林保険加⼊促進のため、普及啓発物品の作成・
配布及び林業業界誌に広告を掲載するなど広報活動を実施直接

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

1,264 763 956

千円 千円

3 地球温暖化防⽌吸収源対策推進事
業

⺠間企業等が「森林（もり）の⾥親促進事業」に基づき間伐等を実施した森林の
CO2吸収量を県が評価・認証を実施直接
【認証件数︓14件】

【広報回数︓１回】

2 緑化推進事業費
直接 公益財団法⼈日本さくらの会の賛助会員会費を負担

⻑野県植樹祭等推進事業として必要な道具及び消耗品等の購⼊を実施負担⾦
【負担⾦額︓70千円、消耗品等の購⼊︓351千円】

No.

グレースの森創⽣事業

林地残材有効活⽤推進⽀援事業

実施方法

細事業
No. 細事業名

2 緑化推進事業債

補助⾦

2 ⼈⼯造林・初期保育の嵩上げ
（信州の森林づくり事業のうち）

⼈⼯造林及び初期保育に対する補助率の嵩上げにより確実な造林を実施
補助⾦

【⼈⼯造林⾯積︓434ha】

3 みんなで⽀える⾥⼭整備事業
防災・減災及び広く県⺠が親しめる⾥⼭に向けた、森林整備の⽀援を実施

補助⾦
【森林整備⾯積︓159万本（推計値）】

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

4

1

細事業
No. 細事業名

森林整備関係事業費

No.

1

部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

森林の有する県⼟の保全、⽔源のかん養等の多⾯的機能の維持・増進を図る森
林整備（間伐等）

【森林整備⾯積︓159万本（推計値）】

寄附⾦を活⽤して「記念林」となる森林整備に対する⽀援を実施

【森林整備件数︓１件】

補助⾦

補助⾦

R5年度
決算額

R4年度
決算額

5

事　業　名 信州の森林づくりを推進するための事業
事業番号 10 04 04 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分）

主伐地の林地残材を搬出・利活⽤しながら効率的な森林整備に対する⽀援を実
施

【林地残材搬出量︓1334ｔ】

R3年度
決算額

2,786,9312,480,9132,479,699

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

信州の森林づくり事業

千円



5 林業⽤優良苗⽊⽣産指導事業費

2 苗⽊需給安定基⾦造成事業
事業継続に伴う補助⾦の⾃主納付(県→国)の取りやめ

補助⾦
【国庫返還⾦︓０千円】

補助⾦ 【整備箇所数︓６箇所】

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 林業⽤優良苗⽊⽣産指導事業
直接 林業⽤優良苗⽊の安定⽣産・供給のため、優良な種⼦を確保するとともに、需要

増が⾒込まれる特定⺟樹等採種園の整備を実施委託

細事業
No. 細事業名

2 森林整備合理化計画推進事業
「経営改⾰プラン」に基づく経営計画推進のため、公社が借り受ける有利⼦資⾦に
対して国の規定に基づき、⼀定の利⼦助成を実施補助⾦
　【補助⾦額︓8,718千円】

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 林業公社貸付⾦
「経営改⾰プラン」に基づく経営計画推進のため、分収林事業の⾒直しを進め、必
要な経費の⼀部の貸付を実施貸付⾦
　【貸付⾦︓1,290,605千円】

林業公社事業債

細事業
No. 細事業名

⼾隠森林植物園・森林学習館管理
事業

直接 森林・林業に関する知識の普及・啓発のため、⼾隠森林植物園・森林学習館を管
理運営委託
【委託料等︓8,835千円】

県⺠の森管理事業
県⺠と森林のふれあいの場の提供及び森林の多⾯的機能に対する理解促進のた
め、県内２箇所の県⺠の森を管理運営直接
　【管理費︓2,523千円】

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名

3 県有施設管理関係事業費

No.

4

2

1

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

1,349,492 1,306,058 1,299,323

千円 千円 千円

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

14,261 12,174 11,358

千円 千円 千円

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

15,082 12,169 13,732

千円 千円 千円


